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II.  講演・学会発表 

招待講演（学会、研究会、教育セミナー） 

国際講演 

1. Matsumoto R. Cortico-cortical evoked potential: its past, present and future. BCI 

& Neurotechnology Spring School. 2022/5/4. (Web, ⼝演) 

2. Matsumoto R. Brain Evoked Potentials in the context of Epilepsy and Beyond. 

Workshop on Brain Evoked Potentials in the context of Neurosurgery 
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4. Chihara N. IL-6 and its targeting therapy in NMOSD. 14th PACTRIMS congress 
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5. 千原 典夫. 多発性硬化症/視神経脊髄炎の個別化医療を⽬指した免疫制御システムの
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7. 松本 理器. ⾮てんかん性異常. 第 15 回関⻄脳波筋電図セミナー. 2022/1/29. (web, 
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8. 関⼝ 兼司. 脱髄性ニューロパチーの神経伝導検査の特徴. CIDP WEB セミナー. 

2022/2/5. (⼝演) 

9. 千原 典夫. 多発性硬化症の病態と B 細胞. Next Generation Therapy for MS. 

2022/2/16. (web, ⼝演) 

10. 千原 典夫. 視神経脊髄炎スペクトラム障害 (NMOSD)の病態・治療について.⽇本神経

学会 第 121 回近畿地⽅会 ランチョンセミナー. 2022/3/6. (⼝演) 

11. 千原 典夫. 視神経脊髄炎スペクトラム（NMOSD）の病態・病因における IL-6 の関わ

り. ⽇本臨床免疫学会アニュアルエビデンスレビュー2022 ランチョンセミナー. 

2022/3/12. (⼝演) 

12. 上⽥ 健博. パーキンソン病の薬物治療 〜サフィナミドの使⽤経験を含めて〜. パー

キンソン病の薬物治療とリハビリテーションセミナー. 2022/3/15. (web, ⼝演） 

13. 原 敦, 千原 典夫, ⾚⾕ 律, 錦織 隆成, 近藤 誉之, 松本 理器. 抗体陽性⾃⼰免疫性

てんかんの疾患活動期では末梢⾎で plasmablasts が上昇する. 第 5 回関⻄神経免疫

ミーティング. 2022/4/9. (Web, ⼝演) 

14. ⾚⾕ 律. ナタリズマブを導⼊した経過 5 年の多発性硬化症（MS）の⼀例. 兵 庫 県

MS 治療 update. 2022/4/21. (⼝演) 

15. Matsumoto R. Trends of intracranial electroencephalographic evaluation for 

epilepsy surgery (In: Neuroscience Frontier Symposium 01-3 New insights of 

epilepsy research). 第 63 回⽇本神経学会学術⼤会（英語招待講演）. 2022/5/18. 

(⼝演) 

16. 千原 典夫. 中枢神経系炎症性疾患と B細胞除去治療. 第 63回⽇本神経学会学術⼤会. 

2022/5/21. (⼝演) 

17. 千原 典夫. 免疫と神経のクロストーク. ⽇本臨床免疫学会 免疫疾患横断セミナーシ

リーズ第 3回. 2022/5/28. (⼝演) 

18. 関⼝ 兼司. Neurogenic or Myopathic? 第 59回筋電図塾. 2022/6/2. (⼝演) 



19. 千原 典夫. 多発性硬化症のあらまし. 多発性硬化症フォーラム in 播磨. 2022/6/3. 

(⼝演) 

20. 関⼝ 兼司. 対⾯実習・オンデマンド講義・メタバース内ディスカッションを組み合わ

せた臨床医学教育の試み . 第 51 回国⽴情報学研究所サイバーシンポジウム. 

2022/6/10. (⼝演, WEB) 

21. 森本 耕平, 的場 俊, 阪井 ⼀雄, ⼭本 泰司, 千⽥ 道雄, 古和 久朋ら. posterior 

cortical atrophy⻑期経過例の頭部画像所⾒と神経⼼理評価. 第 11 回神⼾脳神経内科

アカデミー. 2022/6/17. (⼝演) 

22. 古和 久朋. パーキンソン病⾮運動症状の特徴とその介⼊. 第 11 回神⼾脳神経内科ア

カデミー. 2022/6/17. (⼝演) 

23. 松本 理器. 脳を知り、脳を守る︓臨床システム脳科学からの取り組み〜てんかん研究

医の⽴場から〜. 第 62 回⻲⼭正邦記念神経懇話会（特別講演）. 2022/6/18. (Web, 

⼝演) 

24. 千原 典夫. 視神経脊髄炎スペクトラム（NMOSD）病態と IL-6. IL-6 seminar 

~Autoimmune & Inflammatory disease~. 2022/6/20. (⼝演) 

25. 千原 典夫. MS/NMOSD における B細胞の働きについて. MS/NMOSD WEB セミナ

ー 〜研究・診断・治療〜. 2022/6/30. (⼝演) 

26. 関⼝ 兼司. 神経系疾患. 神⼾市難病連主催第 77 回医療相談会. 2022/7/3. (⼝演) 

27. 千原 典夫. 重症筋無⼒症について. 神⼾市難病連主催第77回医療相談会. 2022/7/3. 

(⼝演) 

28. 関⼝ 兼司. デジタル技術や VR を⽤いた新たな医学教育教材開発の試み. ⽂部科学省

⾼等教育 DXシンポジウム. 2022/8/19. (⼝演, WEB) 

29. 松本 理器. ⾮てんかん性異常・意識障害. 第 8 回脳波セミナーアドバンスコース（⽇

本臨床神経⽣理学会主催）. 2022/8/21 . (Web, ⼝演) 

30. 関⼝ 兼司. 脳神経内科でのボツリヌス治療の実際. 兵庫痙縮治療 expert meeting. 

2022/8/30. (⼝演) 

31. 関⼝ 兼司. 筋電図・超⾳波同時記録の意義と実際. 第 33 回⽇本末梢神経学会学術集

会. 2022/9/9. (⼝演) 

32. 松本 理器. 島回てんかんの機能解剖と症候学（シンポジウム 13︓島回てんかんの焦点

診断を徹底的に考える）. 第 55 回⽇本てんかん学会学術集会. 2022/9/20, (⼝演) 

33. 松本 理器.「内科系―SEEG の理論・仮説設定・プランニング」(1) 総論．第 3 回定位

的頭蓋内脳波（SEEG）技術講習会 第 55 回⽇本てんかん学会学術集会. 2022/9/22. 



(⼝演) 

34. 関⼝ 兼司. 針筋電図. 第 19回神経筋診断セミナー. 2022/9/30. (⼝演, WEB) 

35. 千原 典夫. 多発性硬化症における Shared Decision Making について. Neurology 

Web Seminar. 2022/9/30. (⼝演, WEB) 

36. 関⼝ 兼司．SMA の鑑別における筋電図検査．近畿 SMA 講演会．2022/10/6.（⼝演） 

37. 関⼝ 兼司．神経症候から遺伝性 ATTR アミロイドーシスを疑う重要性とポイント.  

遺伝性 ATTR アミロイドーシス疾患啓発 WEB セミナー．2022/10/07.（⼝演） 

38. 千原 典夫. 神経免疫学の基礎と新展開(ワークショップ 1: 臨床免疫領域における臓

器・組織特異性). 第 50 回⽇本臨床免疫学会総会. 2022/10/12. (⼝演) 

39. 千原 典夫. Pros「#1. 多発性硬化症は B 細胞介在性疾患である」(シンポジウム 3: 

Pros & Cons 2022 年の多発性硬化症治療を考える). 第 34 回⽇本神経免疫学会学術

集会. 2022/10/20. (⼝演) 

40. 関⼝ 兼司．ALS の最近のトピックスと意思決定⽀援について．第 5 回こうべ神経疾患

連携会．2022/10/22.（⼝演） 

41. 関⼝ 兼司．神経伝導検査の解釈．佐賀神経免疫 Webフォーラム．2022/10/27．（⼝

演） 

42. 千原 典夫. 多発性硬化症における個別化医療の発展に向けて(シンポジウム5: 多発性

硬化症（MS）の最新治療戦略). 第 40 回⽇本神経治療学会学術集会. 2022/11/2.(⼝

演) 

43. 千原 典夫. MOGAD の病態と治療(シンポジウム 19: MOG 抗体関連疾患(MOGAD)の

臨床と病態). 第 40 回⽇本神経治療学会学術集会. 2022/11/4.(⼝演)  

44. 松本理器．てんかんの⽣理学的・放射線学的評価法の進歩（シンポジウム 20「てんか

んの病態と治療 Update」）．第 40 回⽇本神経治療学会学術集会. 2022/11/4.(⼝演)  

45. Matsumoto R, Shimotake A, Yamao Y, Takayuki K, Yoshida K, Kunieda T, et al.  

The state-of-the art language mapping in neurosurgery. (Symposium 1: 

Forefront of Brain Mapping for Clinical Application). 52nd Annual Meeting of 

the Japanese Society of Clinical Neurophysiology. 2022/11/24. (⼝演) 

46. ⼗河 正弥. 脳神経内科医からみた ICU 脳波の⾯⽩さ、可能性（サテライトシンポジウ

ム 4: これからの critical care EEGを考える）. 第 52 回⽇本臨床神経⽣理学会学術⼤

会.2022/11/24. (⼝演) 

47. 松本理器. CCEP の歴史（座⻑の⾔葉）（シンポジウム 16 ⽪質⽪質間電位 CCEP を⽤

いた脳機能とてんかん原性評価）．第 52 回⽇本臨床神経⽣理学会学術⼤会. 



2022/11/25. (⼝演) 

48. 関⼝ 兼司．CIDP の治療戦略．第 52 回⽇本臨床神経⽣理学会学術⼤会. ランチョンセ

ミナー．2022/11/25.（⼝演）  

49. 関⼝ 兼司. 緩徐進⾏性の近位筋⼒低下を⽰した⼀例︓Neurogenic or myopathic? (シ

ンポジウム 19:誤診から学ぶ筋電図)．第 52 回⽇本臨床神経⽣理学会学術⼤

会.2022/11/25（⼝演） 

50. 関⼝ 兼司．DS-MG に対する単線維筋電図・反復刺激試験による診断について．第 52

回⽇本臨床神経⽣理学会学術⼤会.2022/11/26.（⼝演） 

51. 関⼝ 兼司．神経⽣理の基本と ME領域の問題(ワークショップ 9︓⽇本臨床神経⽣理学

会専⾨医・専⾨技術師試験 問題解説)．第 52 回⽇本臨床神経⽣理学会学術⼤

会.2022/11/26（⼝演） 

52. 松本理器．てんかん治療 up-date. 第 67 回⽇本内科学会近畿⽀部⽣涯教育講演会. 

2022/12/10. (⼝演) 

 

⼀般発表（学会、研究会、教育セミナー） 

国内学会 

53. Chihara N, Koto S, Akatani R, Hara A, Tsuji A, Katanazaka K et al. PD-1 positive 

CD8+ T cells marks good clinical outcome in patients with relapse-remitting MS 

and CIS. 第 63回⽇本神経学会学術⼤会. 2022/5/18-21. (⼝演) 

54. Togo M, Matsumoto R, Kobayashi K, Nakae T, Mimura N, Otani M et al. 

Excitatory/inhibitory balance to and from the seizure onset zone varies among 

different lobes in epilepsy. 第 63 回⽇本神経学会学術⼤会. 2022/5/18-21. (⼝演) 

55. 森本 耕平, 古和 久朋, 岡⼭ 公宣, 関⼝ 兼司, 松本 理器. 健忘を主症状とする患者

の認知症状と側頭葉内側萎縮の推移. 第 63回⽇本神経学会学術⼤会. 2022/5/18-21. 

(⼝演) 

56. 関⼝ 兼司，千原 典夫，⼗河 正弥，岡⼭ 公宣，上⽥ 健博，松本 理器. 院内限定オン

ライン会議・ワイヤレス⾳声ガイダンスを⽤いた⼊院患者カンファレンス. 第 63回⽇

本神経学会学術⼤会. 2022/5/18-21. (ポスター) 

57. 古東 秀介, ⼩⽥ 哲也, 下村 雅浩, ⽮幡 悟⼤, 武⽥ 侑⼰, ⼭⼝ 星⼀郎ら. 抗 AchR

抗体陽性であったが免疫チェックポイント阻害薬を継続できた肺癌の 2 例. 第 63 回

⽇本神経学会学術集会. 2022/5/18-21. (ポスター) 

58. 的場 健⼈, 藤本 陽介, ⼗河 正弥, 甲⽥ ⼀⾺, 森本 耕平, 岡⼭ 公宣ら. てんかん外



科における覚醒下⼿術での⾔語機能マッピングの有⽤性. 第 63 回⽇本神経学会学術

⼤会. 2022/5/18-21. (ポスター) 

59. ⾚⾕ 律，千原 典夫，古東 秀介，⽴花 久嗣，⼤塚 喜久，上⽥ 健博ら. 視神経脊髄炎

に対するミコフェノール酸モフェチルによる再発抑制と安全性の評価. 第 63 回⽇本

神経学会学術⼤会. 2022/5/18-21. (ポスター) 

60. 末廣 ⼤知，森本 耕平，吉川 正章，渡辺 俊介，野⽥ 佳克，関⼝ 兼司ら. ⾝体症状症

及び関連症群が強く疑われた例では，筋電図検査後も診断は不変である. 第 63回⽇本

神経学会学術⼤会. 2022/5/18-21. (ポスター) 

61. 原 敦，千原 典夫，⾚⾕ 律，辻 ⿇⼈, ⼑坂 公崇, 錦織 隆成ら. ⾃⼰免疫性脳炎の疾

患活動期では末梢⾎で plasmablast が増加する. 第 63 回⽇本神経学会学術⼤会. 

2022/5/18-21. (ポスター) 

62. Koda K, Togo M, Okayama K, Chihara N, Sekiguchi K, Ueda T et al. 

Electrographic seizures can be associated with relatively better outcomes than 

other EEG findings in NCSE. 第 63回⽇本神経学会学術⼤会. 2022/5/18-21. (ポス

ター) 

63. 植松 美和, 武⽥ 早紀, 中⻄ のり⼦, 堺 亜⾹, 中⾕ 真⼦, 廣⽥ ⼤ら. てんかん診

療における⻑時間ビデオ脳波モニタリングの病棟運⽤開始後の検証. 第 63 回⽇本神

経学会学術⼤会. 2022/5/18-21. (ポスター 

64. 関⼝ 兼司, 渡部 俊介, 野⽥ 佳克, 吉川 正章, 末廣 ⼤知, 神⼭ 直久ら. Speckle 

tracking による筋萎縮性側索硬化症患者の横隔膜移動量評価に関する研究. ⽇本超⾳

波医学会第 95 回学術集会. 2022/5/22. (⼝演) 

65. ⼗河 正弥, 岡⼭ 公宣, 的場 健⼈, 森本 耕平, 武⽥ 早紀, 植松 美和ら. ⼤学病院で

の⻑時間ビデオ脳波モニタリング検査⽴ち上げの経験. 第 18 回⽇本てんかん学会近

畿地⽅会. 2022/7/24. (⼝演) 

66. 甲⽥ ⼀⾺, ⼗河 正弥, 岡⼭ 公宣, 千原 典夫, 上⽥ 健博, 関⼝ 兼司ら. ⾮痙攣性て

んかん重積状態での electrographic seizure は予後良好因⼦となりうる. 第 55 回て

んかん学会. 2022/9/20-22. (⼝演) 

67. 原 敦，千原 典夫，⾚⾕ 律，辻 ⿇⼈，⼑坂 公崇, 錦織 隆成ら．⾃⼰免疫性脳炎の疾

患活動期では末梢⾎で plasmablastsが上昇し Tfh のサブセットが変化する．第 34 回

⽇本神経免疫学会学術集会. 2022/10/20. (⻑崎，⼝演)  

68. ⾚⾕ 律, 千原 典夫, 古東 秀介, ⼤森 崇, 関⼝ 兼司, 松本 理器. ミコフェノール酸

モフェチルによる視神経脊髄炎の再発抑制と安全性評価のためのオープン試験. 第 34



回 ⽇本神経免疫学会学術集会．2022 年 10 ⽉ 21 ⽇（⼝演） 

69. 古東 秀介，千原 典夫，⾚⾕ 律，原 敦，関⼝ 兼司，松本 理器．転写因⼦ c-Mafは多

発性硬化症における CD8+ T細胞の PD-1発現を促進し，免疫制御機能を発揮する．第

34 回⽇本神経免疫学会学術集会．2022/10/20-21．(⼝演) 

70. 芦崎 太⼀朗, 千原 典夫, 牧野 愛, ⻄居 正汰, ⼗河 正弥, 上⽥ 健博, 関⼝ 兼司ら. 

エクリズマブ導⼊により寛解後ステロイド減量に伴い再増悪をきたした難治性重症筋

無⼒症の１例. 第 40 回⽇本神経治療学会. 2022/11/2-4. (⼝演) 

71. 森本 耕平, 古和 久朋, 的場 健⼈, 関⼝ 兼司, 松本 理器. 健忘患者における認知症

状推移と扁桃体萎縮の関係. 第 41 回⽇本認知症学会学術集会. 2022/11/25-27. (ポ

スター) 

72. 森本 耕平, ⽊村 正夢嶺, 甲⽥ ⼀⾺, 的場 健⼈, ⼗河 正弥, 古和 久朋ら. 当院もの

忘れ外来患者における脳波異常の検出率. 第 52 回⽇本臨床神経⽣理学会学術⼤会.  

2022/11/24-26. (ポスター) 

73. 末廣 ⼤知，林 正裕，的場 俊，野⽥ 佳克，関⼝ 兼司，松本 理器ら．近位型頸椎症性

筋萎縮症と神経痛性筋萎縮症における補助診断所⾒の⽐較．第 52 回⽇本臨床神経⽣理

学会学術⼤会.  2022/11/24-26. ポスター 

74. 的場 俊，野⽥ 佳克，林 正裕，末廣 ⼤知，関⼝ 兼司. 筋エコー上の contraction 

fasciculation による神経原性変化と筋原性変化の鑑別. 第 52 回⽇本臨床神経⽣理学

会学術⼤会.  2022/11/26(⼝演) 

75. 甲⽥ ⼀⾺, ⽊村 正夢嶺, 森本 耕平, 的場 健⼈, 岡⼭ 公宣, ⼗河 正弥ら. 側頭部て

んかん性放電の頬電極を含む少数電極による検出感度の検討．第 52 回⽇本臨床神経⽣

理学会学術⼤会. 2022/11/24-26. (⼝演) 

76. 関⼝ 兼司，野⽥ 佳克，末廣 ⼤知，林 正裕，的場 俊，松本 理器．Tele-EMG トレー

ニングシステムの開発．第 52 回⽇本臨床神経⽣理学会学術⼤会. 2022/11/25(⼝演) 

77. 林 梢, 宇佐美 清英, ⼗河 正弥, ⼭尾 幸広, 下⽵ 昭寛, ⾈⽊ 健史ら. もやもや病⾎

⾏再建術後の過灌流神経症状と低周波脳波変化との関連. 第 52 回⽇本臨床神経⽣理

学会学術⼤会. 2022/11/24-26. (ポスター) 

78. ⼗河 正弥, 林 拓也, ⿇⽣ 俊彦, ⼩林 勝哉, 宇佐美 清英, 下⽵ 昭寛ら. ⽪質⽪質間

誘発電位(CCEP)の N2 電位は安静時 fMRI 機能的結合性と相関する︓Human 

Connectome Project（HCP）データベースとの⽐較研究. 第 52 回⽇本臨床神経⽣理

学会学術⼤会. 2022/11/24-26. (⼝演) 

 



地⽅会 

79. 松野 泰幸, ⼗河 正弥, 上⽉ 惇, ⼭形 ⼤志, ⻄居 正汰, 武⽥ 涼輔ら. けいれんと認

知機能低下で発症した軟膜炎を伴う髄膜脳炎の⼀例. ⽇本神経学会 第 121 回近畿地

⽅会. 2022/3/6. (⼝演） 

80. ⽮幡 悟⼤，髙倉 嗣丈，後藤 秀彰，⼭本 侑毅，杉本 健. DIC により発⾒された脾臓

原発⾎管⾁腫の 1例.  第 113回 近畿⾎液学地⽅会.2022/6/4. (web, ⼝演) 

81. 岡⽥ 誠央，⽊村 正夢嶺，⽮幡 悟⼤，的場 俊，的場 健⼈，古東 秀介ら. 左⼿掌に限

局した疼痛を発作症状とした Focal sensory seizure の 1例. ⽇本神経学会 第 122 回

近畿地⽅会. 2022/7/30. (⼝演) 

82. 宇⽥ 有希，古東 秀介，渡部 俊介，北 峻志，武⽥ 涼輔，末廣 ⼤知ら. SARS-CoV-2

ワクチン接種後に発症した神経痛性筋萎縮症の⼀例. ⽇本神経学会 第 122 回近畿地

⽅会. 2022/7/30. (web, ⼝演) 

83. 古結 裕之，吉川 正章，上⽉ 惇，甲⽥ ⼀⾺，末廣 ⼤知，渡部 俊介ら. 帯状疱疹後

に発症し，超⾳波検査で神経束腫⼤を確認した神経痛性筋萎縮症の 1例.⽇本内科学会 

第 236 回近畿地⽅会. 2022/6/25. (⼝演) 

84. 北 峻志, ⼗河 正弥, 岡⽥ 誠央, ⽮幡 悟⼤, 武⽥ 涼輔, 的場 健⼈ら． 脊髄癆

で発症した晩期顕性梅毒の 36 歳男性例. ⽇本神経学会 第 123 回近畿地⽅会. 

2022/12/17. (⼝演) 

85. ⽮幡 悟⼤，千原 典夫，岡⽥ 誠央，北 峻志，⽊村 正夢嶺，武⽥ 涼輔ら．亜急性の⼩

脳性運動失調から診断された ALK 陰性未分化⼤細胞リンパ腫(ALCL)による傍腫瘍性

神経症候群の 1例. ⽇本神経学会 第 123回近畿地⽅会.2022/12/17. (⼝演) 


